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【目的】

　　様 々 な香 りが脳の 活動に影響を与える こ とが知 られ て い る。 ワイ ン は味だ けで な

くそ の 香 りも魅力 の
一

つ で あ り 、 食事 とともに な ごみ
・くつ ろ ぐ時 に飲む こ とが多い ．

：

我 々 は 、 ワイ ン の 香 りに は ヒ トを リラ ッ ク ス させ る生 理 学的 ・心理 学的効果が あるの

で は ない か とい う仮 説 をた て 、脳 波 ア ル フ ァ 波 を指標 と して 用 い た 実験 を行 な い検 証

した 。

【方法 】

　 30 才代 （平均年齢 34．4 歳 ）で 日常 的 に主に ワイ ン を飲用 して い る右利 きの 健 康

な女性 16人 を被 験者 とし た、 香 りに よ る ヒ トの 脳 活動／脳機 能変化 を定 量的 に と ら

える ために脳波の ア ル フ ァ 波解析を行な っ た 。 また被験者の 香 りに よ る心理 学的な主

観 状態 の 変化 を各 サ ン プル 試行後 に質 問紙 に よ っ て調 査 した 。

　 香 りの サ ン プル に は 、 ブ ドウ晶種の 異 なる赤ワ イ ン 3 種類 （カ ベ ル ネ ・ソ
ー ヴィ ニ

ヨ ン
， メル ロ

ー
，

コ ン コ ー ド） と 白ワイ ン 3 種類 （シ ャ ル ドネ ， ソー ヴィ ニ ヨ ン ・

プ ラ ン
，

マ ス カ ッ ト），
12％ エ タ ノ

ー
ル 水溶液 を用い た 。

　 被験者に 、 鼻先に 固定 され た ワ イ ン グ ラス か ら上 記の 香 りを ラ ン ダム な順番で 1

サ ン プル に つ き 3 分 30 秒間提 示 し
、 その 間に国際 10−20 法 に基づ き 、 頭部 19 ヵ 所か

ら導 出 され た脳波 を測 定 した 。 測定 され た脳 波 の 中か ら、眼球運動 な ど ノ イ ズ の 見 ら

れ ない 安定 した 30秒分の 脳波 を選 択 した 。 得 られ た脳波か ら リラ クゼ ー シ ョ ン の 指

標 となる 8−−14・Hz の 周波数 帯域 にお ける脳 波 （アル フ ァ 波 ）を抽 出 し、さらに 6 つ の

周 波数帯 （8− 9，
9− 10

，
10− 11

，
11− 12，12− 13，

13− 14Hz ） に細分化 して 、その 活動量 を

定量 的に評価で きる よ う、 個 々 の パ ワ
ー ス ペ ク トル 量 を算出 した 。

　 得 られ たパ ワ
ー

ス ペ ク トル 量 を用 い て 各周 波数帯 ご とに 2 元 配置 （サ ン プ ル × 電極

部位 ） の 分散 分析 を行 い 、 その 効果 を比 較 した 。

【結果 と考察 】

　 分散分析 の 結 果 、
11−12Hz を除 くす べ て の 周波数帯 で サ ン プル 間に有意 な主効果

が認 め られ た 。 テ ユ
ー キー の HSD 法 に よる 下位検定の 結果 、赤 ワ イ ン の コ ン コ ー ド

と白ワ イ ン の シ ャ ル ドネ ， ソー ヴィ ニ ヨ ン ・プ ラ ン で は 、 12％ エ タ ノール 水溶液 に対

して ア ル フ ァ 波が 有意 に増 大す る こ とが確認 され た。全 被験者 の 平均 パ ワ
ー

ス ペ ク ト

ル 量 を トポグ ラ フ ィ
ー と して 現 した とこ ろ 、 ワイ ン の 香 りに は 12％エ タ ノ

ール 水溶

液 と比 べ て 頭 頂部 か ら後頭 部の ア ル フ ァ 波 を増大 させ る効果が 認 め られ た。

　 また 、 同時に 実施 した 主観評定か らも 、 被験者の 多くは ワ イ ン の 香 りに よ っ て リ

ラ ッ ク ス 度 が増 し 、 気分が良 くな っ た と実感 して い る こ とがわ か っ た 。

　 あ る種 の ハ ーブ な どの 香 りに よ っ て ア ル フ ァ 波が変化 し、心 理 的に も リラ クゼ ー

シ ョ ン が得 られ る こ とが知 られて い る 。 アル フ ァ 波 は 覚醒 ・安静 ・閉眼時 に後頭部優

位 に 出現す る脳波成分 で あ り 、 睡 眠 時や うと うと した 状態で は減少 し、また 緊張や計

算作業な ど脳活動 が亢進 した とき に も減少 を示 す 。
い っ ぽ う、 精神的 に リラ ッ クス し

た 状態 で はア ル フ ァ 波 が増加 す る とい われ て い る。本研 究の 結果 か ら、ワ イ ン の 香 り

には リラ クゼ ー シ ョ ン 効果 が あ る こ とが示 唆 され た 。
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